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序 論

1908年Hitchmann & Adler1)に よ り子宮内膜が

周期的変化 を営 む ことが発 見 され, 1915年R.

 Schroder2)が 黄 体との間の相互関係を示 し,萩 野3)

は1924年 排卵は次回月経前12～16日 の間に起 り,黄

体期そのものは月経周期の長短には関係なく一定で

あると発表した.爾 来子宮内膜に関する病理組織学

的研究は枚挙にいとまがない.

今 日この分野において, Rock6), Noyes7),渡 辺8) 9),

蔵持10)等 により,そ の組織所見からその 内膜が月

経周期第何 日目のものであるかを決定する所謂 “日

附け診断”迄可成 りの確実さをもつて行なわれるよ

うになつた11).

妊娠分娩という婦人生来の重要生理現象の最初の

過程に属する受精卵の着床とその発育は,子 宮内膜

の性状如何に深 く関係するものである.そ してその

性器を働かす中枢として間脳一下垂体一卵巣系が有

機的に連絡を保ちつつ上行性下行性に調節 されてお

り, Estrogenが 子 宮内膜の増殖 を来 し, Gestagen

がその分泌性変化を起すということは,今 日疑 う所

のないことである.し かし,如 何なる機序によりホ

ルモン作用をうけるかとい うことは殆んど知る所が

ない. Steroidが 子宮内膜の透過性を 変化 し,酵 素

に働き,或 る種の蛋白と結合することによつて細胞

の機能に著しい影響を与え,逐 には形態的変化を来

すということを掴むことは困難なことである12) 13).

既 に今 日では,内 膜の病理組織学はその代謝形態

をみるには不充分であるとされ14),最 近 では人子宮

内膜の組織化学的変化に関する研究が種 々行なわれ

ている15) 16).

以下,正 常人子宮の同一内膜に関して,核 酸即ち

ONAとRNA,多 糖類及 び アルカリフォスファタ

ーゼ(以 下Al-phos .)の4種 を同時に検索 し,次 の

如き各分類に分つて観察 した.そ してここにある知

見を得たので報告する.

第1章　 総 説

第1節　 序 説

人子宮内膜の組織化学的検索は,既 に多くの先人

によつて行なわれており,大 方の推移に関しては略

定見を得ている.

ここに正常内膜 とは,各 月経が1週 日をこえるこ

となく,そ の周期が25～35日 の範囲において順調に

繰返されている成熟婦人の子宮内膜で17),基 礎体温

が1相 性のもの及び問診又は双合診等において異常

を認めるものは除外 した.

第2節　 検索材料

実験に供した子宮内膜は,当 教室に入院し手術的

に摘出された子宮より得たものと,当 教室外来に通

院中の婦人より小鋭匙にて一かき〓爬により採取 し

たものである.

総数は164例 で,そ の内分けによ る分類は第1表

の通りである.こ の内膜周期の分類は凡てHemato-
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xylen Eosin染 色(以 下HE染 色)に よる組織像によ

り,排 卵期の判定は基礎体温によつた.

第1表　 正常周期例の分類と例数

第3節　 検索方法

一括 して示せば第2表 の通りである.実 施詳法は

各々の章でで述べる.

尚全例にZenker氏 固定 標本 よ りHE染 色を施

し形態的観察による対照とした.

染色に当つては,同 一染色は多数例を同時に施行

し,又 同一切片にても2回 以上時をかえて行いその

染色度の統一を計り,各 切片上では特別のことのな

い限り略中等度染 色部分を選 んで判 定した.判 定

は,強 陽性(〓),陽 性(〓),弱 陽性(+),徴 陽

性(±),陰 性(-)の5段 階とした.

第2表　 検索種目と方法

第2章　 核 酸

第1説　 序 説

核酸,核 蛋白質18) -21)は 細胞の核及び原形質中に

存在して,細 胞の物質代謝殊に蛋白代謝に重要な役

割を演ず るとされ22) 23), DNAは 染 色体の重要構成

成分として, RNAは 蛋 白合成に動的関連性を有 す

ることが証明されている24) -27).

子宮内膜のDNAに 関 する文献 は寡く数編を渉

猟するにすぎない.土 光16)は そ の解説中において

或程度の周期的変化を呈することが知られていると

し, Stein & Stuermer28)及 び林29)は 増殖期後半に

僅かに増加すると述べてい る.他 方, Bremer30),勝

又31),佐 藤32),北 原33),及 びAlcala34),は 特有なる

変化を認めずとし,佐 藤は又抽出後の比色定量法に

て周期的変化なしとしている.そ して既存の文献は

DNAに 関 しては何れもその簡明なる推移を述べて

いるにすぎない.

RNAに 関する研究報告はやや多 く,人 子宮内膜

では腺上皮細胞形質中に排卵期頃をピークとする周

期性ありと してい る.即 ち,土 光, Atkinson35) 36)

 Stein etc北 原,林 及びBarbour37)は 増殖期後期に最

大と述べている.又,佐 藤はMajbaum氏 比色定量

法により内膜RNAは 月経周期12～15日 頃に最大と

いい, Long及 び土光39), Bremer,北 原等は核小体

の大 きさとRNA量 との関係について言及している.

第2節　 DNA検 索方法

DNA証 明法には種々あり40) -45),一般 にはFeulgen

反応(Feulgen氏 ニュークレアル反応)が 行なわれ

ている.染 色は型の如 くFeulgen氏 原法通り行な

つた.即 ちZenker氏 法 固定,パ ラフィン包埋,

4μ 切片を作 り,脱 パラフィン後60℃ IN塩 酸 中

にて正確 に4分 加水分解,後Schiff氏 試 薬中90

分染色,新 調亜硫酸水中にて2分 づつ5回 処理,後

は型の通り脱水,封 入を行つた.塩 酸加水分解を行

わぬ標本を作 り対照とした.

第3節　 DNA検 索成績

腺上皮細胞及び内膜上皮細胞については,核 仁核

質核膜及び細胞形質に分つて観察した.細 胞形質中

には常に認められない.核 では核質中に最も著明に

現われ,微 細顆状粒に認められ,僅 かではあるが排

卵期を中心に増減しているものの如 くである.核 仁

は周期と共にその大きさを増減すると思われるが,

DNAの 変 化については特別な結果は得られ ないよ

うである.核 膜は増殖期において著明に現われるが

DNAに 関する消長は得 られない.

以上のことは腺上皮細胞と内膜上皮細胞との間に

さしたる差異は認あられず,か えつて同じ腺上皮細

胞であつても内膜被覆部に近い部分の形態的分化の

進んだ細胞に多く現われるようである.腺 腔中には

認められない.

毛細血管壁細胞にも特別の変化はない.間 質細胞

では腺上皮細胞と同様に,そ の核中に増殖期中期よ

り分泌期初期に到る間,微 細顆粒状を呈す るDNA
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の増加を認め得る.

第1図　 正常例のDNAの 消長

第2図　 正常例のRNAの 消長

しかし以上の各周期別にみられ る変化 の推移 は

RNAの 如 き著明な消長には欠ける.

第4節　 RNA検 索方法

染色はBrachet氏 法によつた.

Zenker氏 法 固定,パ ラフ ィン包埋, 4μ の薄切

標本を脱パ ラフ ィン後, Unna Pappenheim氏 液

(Brachetに よ る混合液41))中 にて30分 間染色,直

ちに水洗,脱 水処理を行なう.こ の脱水,分 別処理

の手技に習熟を要するものと思われ る. Lison43)は

アルコールに長 く入れるのは有害と記 している.実

験では,蒸 溜水洗後脱水封入する迄に全処理時間は

3分 を出ない.し かし脱水不充分の時は標本保存が

不良となる.

RNA陽 性部は赤染する.

対照標本には,ミ ノファーゲン社のリボヌクレア

ーゼ5000倍 溶 液を作 り冷蔵保存,薄 切脱パ ラフィン

切片上に滴下,常 温にて1時 間作用せ しめた後,染

色を施 して行う.即 ちピロニン好染部は リボヌクレ

アーゼで消化されるのでRNAで あ ると同定 され

る.

第5節　 RNA検 索成績

RNAは 主 として上皮細胞形質中に認められ,核

中には極めて不定であり,僅 かに赤染する物質の存

在を認める程度であり,結 果を集あてそ

の傾向を述べることは出来ない。

細胞形質中では明らかにRNAの 存在

を認め,腺 上皮細胞及び内膜上皮細胞に

て著明な周期性を有するものと考えられ

る.即 ち,腺 上皮細胞中では増殖期の前

期より既に一部で認め,中 期には著明と

なり,後 期に至つて最多とな る.形 質中

では瀰漫性に赤染する.後,分 泌期の進

むにつれて漸減し,月 経期に至つて殆ん

ど消失する.内 膜上皮細胞では頂点は既

に増殖期中期にあり,以 後僅かづつ漸減

するが,一 般的に腺上皮細胞よりは少い

傾向にある.

腺上皮細胞形質中ではDNAに 見 ら

れた内膜上の位置による差はない.

間質細胞中にも発現度は少いが,存 在

は僅かに認められ,排 卵期頃がやや多い

と思われる.

第6節　 考按第びに小括

Caspersson22)は 癌細胞にて,核 仁核膜核質及び形

質のDNA及 びRNAの 発現組合せ よ り,癌 細胞

の分類及び消長を規定 しているが,従 来の方法に比

して精細な結果を求め得るものと考える.即 ち細胞

分裂時には,核 仁はその大きさを増し,核 膜は明瞭

となり,形 質中RNAは 増量するという.

ここに著者は,子 宮内膜に関するDNA検 索に当

つて, Casperssonの 細分に従つて,内 膜上皮及び腺

上皮細胞を各々,核 仁,核 膜,核 質及び細胞形質の4

条件に分けて観察し,出 来るだけ具体的追求を図つ

た.し かし前述の通 り人子宮内膜の所見よりみると,

明確なる結果は得 られず,機 能的意義についても充

分な説明を得なかつた.こ れは癌細胞におけるよう

な細胞分裂の異常の昂進が存在 しない為と思われる.

しかしここに核質中のDNAに は その顆粒性 の大

小及び数において多少とも周期的変化を認め,僅 か

ながら排卵期を中心に増加するものと認められる.

この点は多くの既出論文と異 る点 であ るが, Stein

及 び林の述べた増殖期後半にピー クありという点に

は略々同調出来る.又 内膜上皮及び腺上皮細胞の間

において, DNAの 消長は略同様であ り機能的差異

を推論することも出来ない.

既 に述べた通り,核 中のRNAは 強度の発現は

み難いが,形 質中では明瞭な消長が得られる.即 ち

その結果はDNAの 消長と略等しく,正 常周期例で
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は増殖期後期にそのピークを認める.こ のことは腺

上皮細胞において著明であり,内 膜上皮細胞ではや

や低下,間 質細胞では殆んど認められない.

RNAを 追求する業蹟の結果も,大 綱 においては

著者の成績と大差はない.

第3章　 多糖類

第1節　 序説

糖源はエネルギーの源であり,カ ロリー源代謝中

最 も重要な ものである.子 宮内膜は種々の代謝課程

をへて糖源を蓄積し,又 受精卵に栄養を与えるが,

その糖源の合成分解の課程に性ホルモンが影響する.

即 ち子宮内膜中の糖源含有量は性周期に密接な関係

があるということは既に多くの報告にみられる所で

ある.

子宮内膜の糖源は1890年Laaghans46)に よつて発

見され, 1906年Lubarach47)に よ る追試で周期的変

化が呈示されて以来,内 外に多数の研究発表をみる

ことが出来る.

Auguatin48)は そ の論文中で,内 膜 のGlycogen

産 出は卵巣の二相性変化のあるときに起 り,体 部粘

膜に特異的である,換 言す ると内膜のGlyoogenに

て卵巣の機能を証明出来るとし,又Glywgenの 多

寡と卵巣機能との相互関係は不明であり発現様式そ

のものが問題であるとしているが,今 日では何れも

異論がある.

内膜のHE染 色 にて,腺 上皮細胞 に核下核上空

泡を認めることは日附け診断の一助となるが,こ れ

は分泌期内膜 に出現するMuco Proteinと 共 に分

泌 される多量の糖源その ものであ り,HE染 色課

程で消失 し空泡状を呈するものである.

第2節　 検索方法

実験には,過 ヨー ド酸を用 い るSchiff氏 法(以

下PAS染 色)を 行つた.多 糖類証明には優れた方

法であるが限度があるとされ,子 宮内膜

中の検索に当つても,殊 に陰性を呈す る

時には充分の注意が要 るといわれる49).

糖質 は水に溶解 し,且 つ死後消失が早

いのでその検出には固定が第一の条件 と

されるが,本 実験では同一内膜にて核酸

を証明する必要上Zenker氏 固定液を使

用,染 色はMc Manus氏 法 によつた.

即 ち,固 定後パ ラフィン包埋4μ の薄切

標本を作り,ツ ェルロイヂン被覆を行な

う.0.5%過 ヨー ド酸中に正確に10分 入

れ蒸溜水洗後Schiff氏 試薬中で30分 間染色,新 調

亜硫酸水にて2分 づつ5回 処理,後 水洗,脱 水,透

徹封入を行なう.

尚,同 時に唾液又は1%ヂ アスターゼ溶液による

消化試験を行い対照とした.

第3節　 検索成績

PAS陽 性部は美麗なる赤柴色 を呈 し
,反 応結果

は顆粒状と瀰漫性の二様式があるが,そ の現われ方

の意義は不明である.何 れも消化試験によく消化し,

殆 んど糖源と做し得る.

増殖期前期には殆んど凡てに陰性である.中 期に

至り内膜の厚 さ,腺 管の長さが増すと共に腺上皮細

胞の腺腔面に現われ初ある.後 期には内膜上皮にも

発現すると共に腺上皮細胞は均等微弱に陽性化する.
一般に内膜上皮に近い部分に強 く出る

.此 等は主と

して消化試験で消化する.間 質には欠き,腺 腔には

腺上皮面に接 して瀰漫性に軽度に在存を示す例があ

る.排 卵期として特別の所見なく単なる移行期と考

えられ る.

多糖題が著明な発現を示 し,形 態上の特徴を有す

るのは分泌期である.前 期には,腺 管は一部迂曲を

初め腺腔 も広さを増 し,腺 細胞 も増大を示すと共に

所謂核下空泡の出現をみる.こ の期になり多糖類は

著明な増加を来 し,殊 に腺上皮細胞に著 しい.内 膜

上皮も大体においてやや遅れた発現様式をとる.此

等は消化試験にて殆んど消失する.

中期に至り各細胞は凡て最高の陽性度を示す.腺

上皮細胞中の存在は腺腔側に多 く,基 底面にやや少

い.そ して一般的には内膜上皮に近い部分に強く現

われる.特 にこの期より腺腔中の発現が強度となり,

瀰漫性に全腔中を充す例がある.

第3図　 正常例の多糖類の消長

後期,上 皮細胞及び海綿層部の細胞が肥大すると

共に配列粗となり,糖質陽性度も中期に比し減弱を
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示す.間 質には略同前.腺 腔中にはこの期に却つて

増量するものを認め,主 として瀰漫性に現われ,消

化試験にて消化度がやや低下し糖源以外のものも含

むと思われる.毛 細血管壁にも主として分泌期にな

つて微弱ではあるが顆粒状に存在する.

月経時,腺 腔中には尚多量が瀰漫性に存在 し,腺

上皮内膜上皮細胞共に剥脱につれて形態に応 じた漸

減を示す.し かしこれ等の中の多くは消化試験にて

消化しない.

全周期を通じて細胞核中に多糖類は認められない.

内膜上皮は腺上皮よりも一段階低 く現われる.間 質

での発現は中等度微弱である.

第4節　 考按並びに小括

人子宮内膜の糖源に関 しては,内 外に多数の研究

報告をみ,一 般的推移に関しては既に述べつくされ,

実験の結果 も略一致をみ新たに附言を要 しないが,

二三考按を加えつつ小括する.

従来の論文によると初発様式(部 位及び時期)は

比軟的不明瞭であ るが, Arzac50)及 びSturz51)は

増殖期初期の内膜にも腺上皮細胞を中心に(痕 跡的

に)糖 源が認められるとし,又 腺上皮或は内膜上皮

細胞の主として基底部 に,月 経周期第1週52),増 殖

期の中期16) 38) 53) 54),或 は 増殖後期35)に 初発すると

いう.嘗 てAugustin48)は 内膜糖源は排卵あるとき

のみにみられると述べたが,今 日ではCaspari5)等 の

言う如 く増殖期にも存在するというのが定説である.

しかし尚,排 卵期37)分 泌 期の初め56)月 経中間期

57) 58)中 間期後半33)と の意見もある.

著者は増殖期の中期既に之を認めるが,特 に各細

胞基底部に初発するとは認めない.

核中の糖源について特に言及せるものは少いが,

浜59)は核 中は常に陰性とし,著 者も同様 と思 う.

周期性に関 しては,北 原は機能期前半に, Arrnot

等60)は 排卵直 後に最高 といい, Cramer61) Arzac

は黄体期中期 に最大 とす る.し か し,黄 体期後

期62) 47) 31) 63),又 は月経前期64) 58) 65) 57)と い う報告も

多い.筆 者は腺細胞中で分泌期の前期或は中期にピ

ークを認め,月 経前期にやや減少の傾向を認める.

月経期には,漸 減又は陰性 の報告 もあ るが,

 Hughes52)は 組織が月経前期の形態を示す間は陽性

といい,大 野,吉 川62)は 月経第3日 以前の腺細胞

は月経前期の形態を示 し糖源を含みそれ以後に至 り

消失するという.

内膜上皮細胞中には,北 原は中間期後半に至り腺

上皮細胞についで発現をみるというが, Lewin56)は

内膜上皮が先行するという.著 者の結果は第3図 に

示す通りである.

腺腔中には排卵期頃より腺上皮細胞にそつた部分

より発現し,分 泌期中頃より最多となるが多 くの報

告 も同様である.

間質中の糖源の様式は, Wegelin64)は 散在する細

胞の原形質中に微細粒子あり常に陽性と述べ,又 腺

上皮細胞に比例して略同程度の濃度を示すという意

見 も多いが, 33) 53 )31) 63) 50) 38)尾崎67)は 腺上皮内膜上

皮細胞に比し少量で,腺 発育状態或は分泌状態と必

ずしも一致せずとす る.揺 窪68)は特に子宮内膜間質

の糖源と題する論文中で,卵 胞期及び黄体期前半に

は陰性,黄 体期後半に至 り僅かに瀰漫牲に陽性とい

い,著 者の結果 も之に近い. Wegelin64), Aschheim58)

は月経期中も間質に陰性を保つという.

毛細血管壁では,北 原, Mekayは 特 にその周囲に

好発を指摘するが,筆 者は特に之を認めず,川 本の

意見と同様である.

Szule69)は 正常状態では腺細胞機能の旺盛な時に

多量の糖源を証明す るとい うが, Augustinは 糖 源

の多少と機能程度の相互関係は不明であると述べ,

 Zondek Stein70)は 量 の不足 は機能障碍 を意味する

という.

尚,内 膜糖源 の定量 によ る検索 も主 として

Anthron法 を用 いて行 なわれて お り, Zondek

 Stein70),他71) 72) 60) 73)は 何れも排卵直後に最大と述

べ, Hammerstein74)は 分泌期は増殖期 の2～4倍

という.又Arrnot60)等 はPAS反 応 との間に平行

関係はないと論 じている.

以上,人 子宮内膜の多糖類に関する研究業績は大

綱において変 りはな く,要 するに妊卵着床の為のエ

ネルギー源として,内 膜が充分の準備状態にあるこ

とが正常像と認められ,着 床期にその急増をみると

いうことは,女 性生来の生理現象の自然の推移と考

える.

第4章　 アルカリフォスファターゼ

第1節　 序 説

炭水化物の新陳代謝に隣酸化合物が不可欠に関与

することは既に認あられている.不 妊婦人の子宮内

膜には糖源は少 く,正 常婦人の分泌期内膜には多い.

糖 源が受精卵の生命維特に必須である以上糖源一葡

萄糖という可逆反応に働 くPhosphataseも 又重要な

意義を有する.一 般に酵素が働 く時には,そ の溶液

のPH濃 度に影響され,至 適pHで 分類するが,



486 　横 山 元 禎

こ こ に ア ル カ リ性(至 適pHは9～10

とい う) Phosphataseに つ い て 検索 し た.

女性性器のAl-phosが 卵巣 ホル モン

と密接な関係にあ り,性 周期或は妊娠と

も関連性を有することは迅に知られてお

り, Hall76)は 〃エストロゲンとプロゲ

ステロンの両ホルモンの相対的関係が子

宮内膜のAl-phos.の 反応に影響 を及ぼ

す 〃と仮説 して いる.又 浜田77)は 〃婦

人性機能 とAl-phos.の 活動は関連あり

〃と し沖 本78)は 〃 Al-phos.反 応 は エ ス トロゲ ンの

減 少 或 は 消 失 と密 接 な 関係 あ り 〃と推 論 して い る.

 Al-phos.の 発 現 は 明 らか に糖 源 形 成 に先 行 す ると い

わ れ る.又RNAとAl-phos.の 活 性 度 が 子 宮 内膜

で 互 に 消 長 を 示 す と い うこ と も着 目 に価 し よ う.産

婦 人 科 領 域 に お け るAl-phos.に 関 す る論文,特 に

人 子 宮 内膜 のAl-phos.に つ いて の 報告 も又 多数 を

み る こ とが 出来 る79) 80).

第2節　 検索方法

Phosphatase染 色 は酵素そのものと見るのではな

くして,そ れによる反応生成物を可視的黒色として

間接的に観察するものである.本 実験で はGomori

氏に よる硫化コバル トの黒色化を見 る原法 を用い

た.

4℃ 冷アセ トンにて24時 間固定,脱 水,パ ラフィ

ン包埋, 4μ薄切切片作製,脱 パ ラフィン,蒸 溜水

洗後次の基質液中に37℃ 1時 間.次 いで, 2%硝

酸 カルシウム,硝 酸 コバル ト中で処理,稀 釈硫酸ア

ンモニウム液(市 販黄色硫化アンモニウム液5ccを

蒸溜水100ccに 混 じたもの)中 に正確 に1分 間入

れる.流 水洗,脱 水,透 徹,封 入する.

Al-phos.陽 性部は黒色～黒褐色 に濃染 す る.基

質液は2%グ リセロ隣酸ソーダ液2, 2%ベ ロナー

ルソーダ2, 2%硝 酸 カルシウム液1,蒸 溜水5の

割合に混じたものをその都度新調する.本 液のpH

は 日立pHメ ー ターにて9.4で あ る.

対照として,基 質液中のグリセロ隣酸ソーダ液を

蒸溜水にかえたものを用い,黒 色化しないことを認

める.

第3節　 検索成績

Al-phos.陽 性部は明瞭なる黒色調 を示 し,対 照

試験で消失をみることでAl-phos.と 同定する.

月 経周期の初期には殆んど陰性である.増 殖期中

期に至り,腺 管の肥大 と共に腺上皮細胞の腺腔に面

した部分より発現を初め,順 次隣接面,基 底面に及ぶ.

後期に及ぶにつれて,そ れ等は凡て濃度をまし,逐

には瀰漫性に細胞形質全体に及ぶ.そ の腺の内膜上

の位置による差はない.内 膜上皮細胞 も中期より発

現をみるが腺上皮細胞よりはその染色度は低い.

第4図　 正 常例 のAl-phosの 消長

分泌期においても,初 期は尚多量のAl-phos.を 認

める.即 ち,内 膜上皮及び腺上皮細胞中のAl-phos.

はその形質中に,排 卵期及びその直後にピークを認

め,以 後漸減 し,後 期より月経期に至つて殆んど消

失する.

核 中では凡ての期に陰性である.

腺腔中では,周 期の半ばに僅かに証明する例があ

り,瀰 漫性に細胞面に接して存在する.

毛細血管壁には全期を通じてやや増加しながら大

体認められるが,著 明な増減等の傾向は認められな

い.

間質中にも全期を通 じて陰性である.

第4節　 考按並びに小括

腺上皮細胞におけるAl-phos.の 発現様式に関し

ては多 くの論文で略同様であり,増 殖期の初期より

主として腺腔面に初まり,順 次基底面に及び,増 殖

期後期乃至排卵期をピークとして後漸減するという

14) 33) 56) 66) 76) -90).し か し,著 者の結果で は頂点は排

卵期及び分泌期前期にあり林29)の 報告 と一致する.

減 少 に関 して は,周 期22日 頃 には消失す る

(Mekay38)),月 経前期迄に は消失(Hall76))と い

う説があるが,著 者の実験によ ると,北 原33)の 個

々により不定,或 は中村87)の 殆 んどは陰性化とい

う意見が妥当と考 える.即 ち月経前期の内膜にも

Al-phos.を 証明 す ることもあ る.定 量法により

Johnes83)は 周期14～18日 に最大で周期1～8日 の

2倍 と述べている.

内膜上皮細胞にも腺上皮と略同様の消長を示した

が,中 村79)保 田84)の い う如 くや ゝ腺上皮細胞の方

が強 く現われる.

既に序説に述べ た如 く,糖 源形成 にAl-phosが
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関与 す る とい わ れ て い るが,子 宮 内膜 にお い て も,

 Al-phos.の 発 現 が 糖 源 に 先 行 す ると い う事 は 認 め ら

れ てい る50) 70) 84) 86) 87) 91)又Stoll14)は 糖 源 はAl-phos.

のAutagonistで あ る との べ て い る.著 者 の 結 果 を

示 す と第5図 の通 りで あ り,両 者 の 間 の消 長 関係 を

認 め る.

第5図　 正常例腺上皮細胞腺腔面における消長

細胞核中には陰性であつたが沖本78)は 基質液中

に長時間作用せしめると陽性になるというが,多 く

の報告は否定している.

腺腔中のAl-phos.に 関 しては諸説あり.沖 本の

排卵期に強陽性,勝 又31)は 全期陽性,湯 原 は月経

前に増加等の報告あり.著 者は分泌期に至 り僅かに

増加するが腔内では陽性には認め難い.間 質では凡

ての論文で存在を認めていない.

毛細血管壁に関しては,沖 本の全期に強陽性とい

う説があるが,大 方は分泌期に増加 して月経前に最

高という報告である.し かし著者の結果では増殖期

より僅かに漸増するが,他 の報告にみる程著明な消

長は認められなかつた.

以上Al-phos.に 関する検索結果 も多 くの研究論

文と大差なく,排 卵後期を頂点とする周期性を腺上

皮,内 膜上皮細胞形質に認めることが出来 る.

第5章　 総括並びに結論

種々の異常像或は変化像を検するに当つて先ず正

常像を把握することは肝要であろう.

以上164例 の正常例を集めて検索 した.出 来るだ

け多くの例を集め,系 統づけて観察することにより,

一つの基本像を求めた
.

例えば,明 らかに同一月経周期の内膜であつても

必ず しも同一発現を示すとは限らない.〓 ～-の 判

定に関しても,或 はArzac50)の 如 く一定 の基準を

記すことは出来 るが,個 々においては必ずしも型通

りにいかぬようである.し か し,多 数をみる時に必

ず一定の傾向を得 ることが出来,そ れを著者なりに

一つの標準とした.

正常子宮内膜の各物質の消長を考えるに,そ れ等

は妊卵の着床,発 育という一 目的の為に凡てが合目

的的に働いていると思われる.即 ち,エ ス トロゲン

は子宮内膜に種々の影響を与えるが,そ の第一は増

殖である.そ してその増殖には各種の蛋白合成を伴

う.そ の合成には核酸が必要であり,エ ス トロゲ ン

が働 く時期即ち増殖期 にはDNA, RNAの 増加を

みる.又 内膜に妊卵必須の糖源が蓄積或は分泌され

る為にAl-phos.が 必 要 であり, Estrogenicな 状態

でこれをみる.こ のことは本実験で充分その消長が

示された.

個 々の問題に関しては既に述べつ くされており,

正常人子宮内膜に関する限 り敢 えて追言と要すま

い.

1) DNAに 関 しては従来の説に反 し,や や周期

的変化の傾向を認める.

2) RNAは 明瞭な周期的変化を示 し,特 に腺上皮

細胞形質中に著明である.

3) 多糖類に関しては従来の報告 に一致し,分 泌

期中期を頂点とする周期を示す.

4) Al-phos.は 明 らかに多糖類に先行する.

5) Al-phos.は 排卵期に頂点を有し,分 泌期以後

漸減する.

本研究の一部は文部省科学研究費によつた.尚 本

論文の要旨は第14回 日本産科婦人科学会総会におい

て発表した.

稿を終るに当つて,終 始御懇切なる御指導と御校

閲を賜つた恩師橋本教授に深甚なる謝意を表すると

共に,種 々御教示御助力下さつた田中助教授に深謝

致します.
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The Histochemical Study on the Normal Human Endometrium

By

Gentei YOKOYAMA, M. D.
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(Director: Prof. Kiyoshi HASHIMOTO, M. D.)

The development and implantation of the ovum is closely related with the condition of 
endometrium. It has been considered that the histochemical study on the endometrial change 
during menstrial cycle is rather important than the pathologiacl investigation. In this connection, 
Nucleic acid (DNA & RNA), Polysaccharides and Alkaline phosphatase have been determined in 
164 cases of nonmal human endometrium.

1) DNA level during menstrual cycle showed a incidence of the cyclic change.
2) RNA were shown markedly in the cytoplasma of the epithelium of endometrial gland 

and these levels were closely related with the cyclic change of endometrium.
3) Polysaccharides presented mainly in the epithelium and the cavity of endometrial gland, 

reached a maximum consentration in mid secretory phase.

4) Changes in Alkaline phosphatase level during menstrual cycle were preceded to the 
Polysaccharide change.

5) Alkaline phosphatase was found to the peak consentration at the ovulation, then decrea
sed gradually.


